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「インターンシップ」の募集にIndeedを活用！アルバイトの平均応募単価比較

毎年見直される「最低賃金」
今年の全国加重平均の上昇額は31円（昨年度は28円）となり、
昭和53年度に目安制度が始まって以降で最高額となります。

切り取ってご活用ください！！→
弊社が手掛ける【アルバイト採用のトリセツ NL＋】にも、
関連記事をアップしております。右記二次元コードより是非ご一読ください！

令和4年度
最低賃金一覧

◆Indeed新卒β版の登場
通常バージョンとは異なり、新卒の求人記載情報のみを
表示することができます。このサービスを利用すれば就活生は
従来よりも効率的に情報収集がおこなえるようになり、
企業と就活生とのマッチングが促進されやすくなります。

2022年最低賃金改定額は全国平均時給31円UP

出典:https://hrnote.jp/contents/saiyo-indeedsinsotusaiyou-201130/

出典:https://jp.indeed.com/press/releases/20220428

「インターン」「インターンシップ」に関する仕事検索数の推移
（2019年1月～2022年３月、100万件あたりの平均検索数）

※詳細につきましてはお気軽にお問合せ下さい！

Indeedでの「インターン」検索数が2020年から急増している
Indeedとは、各企業の採用情報ページなど何百万もの求人を
検索することができる「求人検索エンジン」です。
2019年1月～2022年3月の間で「インターン」「インターンシップ」での
仕事検索数の推移は、増加傾向にあります。

都道府県 最低賃金
発効

年月日

北海道 920円 10月2日

青　森 853円 10月5日

岩　手 854円 10月20日

宮　城 883円 10月1日

秋　田 853円 10月1日

山　形 854円 10月6日

福　島 858円 10月6日

茨　城 911円 10月1日

栃　木 913円 10月1日

群　馬 895円 10月8日

埼　玉 987円 10月1日

千　葉 984円 10月1日

東　京 1072円 10月1日

神奈川 1071円 10月1日

新　潟 890円 10月1日

富　山 908円 10月1日

石　川 891円 10月8日

福　井 888円 10月2日

山　梨 898円 10月20日

⾧　野 908円 10月1日

岐　阜 910円 10月1日

静　岡 944円 10月5日

愛　知 986円 10月1日

三　重 933円 10月1日

滋　賀 927円 10月6日

京　都 968円 10月9日

大　阪 1023円 10月1日

兵　庫 960円 10月1日

奈　良 896円 10月1日

和歌山 889円 10月1日

鳥　取 854円 10月6日

島　根 857円 10月5日

岡　山 892円 10月1日

広　島 930円 10月1日

山　口 888円 10月13日

徳　島 855円 10月6日

香　川 878円 10月1日

愛　媛 853円 10月5日

高　知 853円 10月9日

福　岡 900円 10月8日

佐　賀 853円 10月2日

⾧　崎 853円 10月8日

熊　本 853円 10月1日

大　分 854円 10月5日

宮　崎 853円 10月6日

鹿児島 853円 10月6日

沖　縄 853円 10月6日

コロナ前の2019年度(4～3月)とコロナ渦中の2022年度(4～8月末現在)で
平均応募単価・採用単価を比較し、その変化を表したデータです。
◆応募単価は減少
2022年度はコロナの影響によりアルバイト採用活動の予算を縮小せざる
を得ない中で、応募者を最大限獲得しようという背景がうかがえます。
一部企業の応募単価は2019年度のスコアに近づいているものの、
全体では2019年度のスコアを超えることなく推移しています。

◆2022年後半の予測
今後、政府による感染症対策や行動制限の変化に伴い、
業績が戻る企業が更に増え、人材需要が益々増えていくと思われます。
また、外国人留学生の新規入国が伸びないなかで応募の取り合いが
激化していく事も考えると、2022年秋以降はコロナ前（2019年度）の
スコアを超えていくケースが増えると予想されます。

◆採用単価は上昇傾向
採用単価でみると、2019年度を上回っている企業も出始めています。
これは応募者の質の低下や応募者対応のオペレーション不足、
厳選採用などが問題として浮上しています。

◆応募単価改善のために
採用予算が縮小された状況の中でも様々な工夫を実施することで
採用活動のアップデートが必要になっていきます。応募単価最適化に
向けてのご相談は是非ノーザンライツまでご連絡下さい。


